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第一部【企業情報】

 

第１【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第85期
第２四半期
累計期間

第86期
第２四半期
累計期間

第85期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 14,368,597 14,266,760 28,445,881

経常利益又は経常損失（△） (千円) △5,955 91,539 43,473

四半期純利益
又は四半期（当期）純損失（△）

(千円) △524,422 564,537 △1,053,417

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 883,000 883,000 883,000

発行済株式総数 (株) 6,000,000 6,000,000 6,000,000

純資産額 (千円) 4,395,841 4,419,964 3,887,760

総資産額 (千円) 20,030,331 18,781,459 18,280,135

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期（当期）純損失金額（△）

(円) △87.52 97.40 △177.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 5.00

自己資本比率 (％) 21.9 23.5 21.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,815 △618,892 △48,894

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) 942,305 1,153,978 3,518,241

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,342,502 10,496 △2,074,028

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 1,248,479 3,600,885 3,051,305
 

回次
第85期
第２四半期
会計期間

第86期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △86.53 85.80
 

（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３．第86期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。また、第85期第２四半期累計期間及び第85期の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．第85期の当期純損失の計上は、事業構造改善費用及び固定資産の減損損失等によるものであります。

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

 

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行の積極的な経済・金融政策を背景に緩やかな回

復基調にあるものの、円安傾向の継続による輸入品価格の高止まりなど当医療衛生材料業界におきましては、引

き続き厳しい経営環境が継続しております。

このような状況下で当社の当第２四半期累計期間の業績は、売上高は14,266,760千円（前年同四半期比0.7%減

少）、営業利益は108,158千円（前年同四半期は営業損失4,295千円）、経常利益は91,539千円（前年同四半期は

経常損失5,955千円）、四半期純利益は564,537千円（前年同四半期は四半期純損失524,422千円）となりまし

た。

セグメント別の売上高は、次のとおりであります。

（メディカル国内）

「感染予防関連製品」、「口腔ケア用品」を中心にその他各種製品・商品の販売拡充に努めました。一方で販

売品目の集約を進めた結果、売上高は6,095,429千円（前年同四半期比1.6%減少）となりました。

（メディカル海外）

国内製の高付加価値の衛生材料や医療用製品に海外からの調達品を加えた製品群を幅広い市場に対して積極的

に販売いたしました。この結果、売上高は517,994千円（同10.3%増加）となりました。

（コンシューマ）

「口腔ケア用品」や一般消費者向けの衛生材料や医療用製品に仕入商品を加えて、大手量販店を中心に幅広い

顧客に対し積極的に販売いたしました。しかし、一部の低収益品目の販売見直しを行った影響もあり売上高は

7,653,336千円（同0.7%減少）となりました。

売上総利益は、当第２四半期累計期間が前年同四半期と比べ円安となったことに伴い輸入品の仕入コストが増

加し製品利益率が低下いたしました。この影響により売上総利益率は前年同四半期に対して1.1ポイント低下

し、売上総利益は2,424,440千円（前年同四半期比6.7%減少）となりました。

販売費及び一般管理費は、コスト削減に注力したことにより2,316,282千円（同11.1%減少）となりました。

特別利益では、埼玉事業所を売却したこと等により「固定資産売却益」が481,058千円、株式を売却したこと

により「投資有価証券売却益」が46,589千円発生いたしました。

特別損失では、当社製品の自主回収を発表したことに伴い「製品回収関連費用」を40,313千円計上いたしまし

た。
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（2）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期会計期間末の総資産は18,781,459千円で前事業年度末に対して501,324千円増加いたしました。

流動資産は、16,538,498千円で前事業年度末に対して1,192,320千円増加いたしました。「現金及び預金」が

548,581千円増加、「受取手形」・「電子記録債権」・「売掛金」が587,363千円増加したことが主な要因となり

ます。

固定資産は、2,242,960千円で前事業年度末に対して690,996千円減少いたしました。有形固定資産で、「建物

（純額）」が180,618千円減少、「土地」が462,814千円減少したことが主な要因となります。

（負債）

当第２四半期会計期間末の負債は14,361,494千円で前事業年度末に対して30,880千円減少いたしました。

流動負債は、7,422,387千円で前事業年度末に対して142,237千円増加いたしました。「支払手形」・「買掛

金」が62,660千円減少、「短期借入金」・「１年内返済予定の長期借入金」が249,600千円増加、「未払金」が

84,338千円減少したことが主な要因となります。

固定負債は、6,939,107千円で前事業年度末に対して173,117千円減少いたしました。「長期借入金」が

202,071千円減少したことが主な要因となります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は4,419,964千円で前事業年度末に対して532,204千円増加いたしました。

「繰越利益剰余金」が535,559千円増加したことが主な要因となります。

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末より549,579

千円増加し、3,600,885千円（前年同四半期末は1,248,479千円）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、618,892千円（前年同四半期は1,815千円の資金の獲得）となりました。

資金獲得の主な要因は、税引前四半期純利益が578,506千円、減価償却費が60,472千円あったことです。ま

た、資金使用の主な要因は、売上債権の増加額が587,861千円、固定資産除売却損益が480,691千円あったことで

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、1,153,978千円（前年同四半期は942,305千円の資金の獲得）となりました。

これは、有形固定資産の売却による収入が1,100,257千円あったことが主な要因となります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、10,496千円（前年同四半期は1,342,502千円の資金の使用）となりました。

これは長期借入れによる収入が1,200,000千円あった一方で、長期借入金の返済による支出が852,471千円、短

期借入金の純減額が300,000千円あったことが主な要因となります。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（5）研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は12,768千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）主要な設備

当第２四半期累計期間に売却した重要な設備は以下のとおりであります。

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容 帳簿価額（千円） 売却年月

埼玉工場
（埼玉県加須市）

メディカル国内
衛生材料
生産設備

619,128 平成27年９月
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第３【提出会社の状況】

 

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株
であります。

計 6,000,000 6,000,000 － －
 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 6,000,000 － 883,000 － 1,192,597
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（６）【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＴＫ 大阪市北区梅田１－１－３ 600 10.00

川本　武 兵庫県芦屋市 296 4.93

カワモト取引先持株会 大阪市中央区谷町２－６－４ 276 4.60

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 249 4.15

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 249 4.15

株式会社ヘルスケア・キャピタル 津市西丸之内３６－２５ 240 4.00

川本産業株式会社(自己株式) 大阪市中央区谷町２－６－４ 204 3.40

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２－２－１ 175 2.91

川本 洋之助 兵庫県西宮市 170 2.84

川本社員持株会 大阪市中央区谷町２－６－４ 165 2.76

計 － 2,627 43.79
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普 通 株
式　

204,200
 

 

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,794,500
 

 

57,945 －

単元未満株式 普通株式 1,300
 

 

－ －

発行済株式総数 6,000,000 － －

総株主の議決権 － 57,945 －
 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
川本産業株式会社

大阪市中央区谷町２
－６－４

204,200 － 204,200 3.40

計 － 204,200 － 204,200 3.40
 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表

について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,561,786 4,110,367

  受取手形 980,909 966,136

  電子記録債権 3,354,053 3,816,461

  売掛金 4,110,381 4,250,109

  商品及び製品 1,799,964 1,810,570

  仕掛品 367,165 422,214

  原材料及び貯蔵品 120,401 107,226

  繰延税金資産 193,198 230,870

  未収入金 801,909 784,784

  その他 59,172 42,702

  貸倒引当金 △2,764 △2,945

  流動資産合計 15,346,177 16,538,498

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 684,595 503,976

   機械及び装置（純額） 52,503 45,579

   土地 969,830 507,015

   リース資産（純額） 39,750 33,173

   その他（純額） 62,914 67,535

   有形固定資産合計 1,809,593 1,157,280

  無形固定資産   

   リース資産 5,884 4,570

   その他 68,550 79,487

   無形固定資産合計 74,435 84,057

  投資その他の資産   

   投資有価証券 719,590 686,171

   長期貸付金 100,000 100,000

   その他 256,977 242,588

   貸倒引当金 △26,639 △27,137

   投資その他の資産合計 1,049,929 1,001,622

  固定資産合計 2,933,957 2,242,960

 資産合計 18,280,135 18,781,459
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 2,362,201 2,217,225

  買掛金 1,978,081 2,060,397

  短期借入金 300,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 1,583,564 2,133,164

  リース債務 16,082 13,924

  未払金 144,339 60,000

  未払費用 443,442 432,708

  未払法人税等 8,026 39,179

  預り金 22,188 17,087

  賞与引当金 178,145 184,523

  売上割戻引当金 211,391 218,824

  その他 32,686 45,353

  流動負債合計 7,280,150 7,422,387

 固定負債   

  長期借入金 6,382,977 6,180,905

  リース債務 31,833 25,706

  退職給付引当金 492,856 508,315

  資産除去債務 47,689 47,967

  繰延税金負債 116,418 136,629

  その他 40,448 39,582

  固定負債合計 7,112,224 6,939,107

 負債合計 14,392,374 14,361,494

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 883,000 883,000

  資本剰余金   

   資本準備金 1,192,597 1,192,597

   資本剰余金合計 1,192,597 1,192,597

  利益剰余金   

   利益準備金 86,100 86,100

   その他利益剰余金   

    配当引当積立金 5,000 5,000

    別途積立金 1,000,000 1,000,000

    繰越利益剰余金 498,927 1,034,487

   利益剰余金合計 1,590,027 2,125,587

  自己株式 △74,241 △74,261

  株主資本合計 3,591,383 4,126,922

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 296,376 293,042

  評価・換算差額等合計 296,376 293,042

 純資産合計 3,887,760 4,419,964

負債純資産合計 18,280,135 18,781,459
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 14,368,597 14,266,760

売上原価 11,768,823 11,842,319

売上総利益 2,599,774 2,424,440

販売費及び一般管理費 ※  2,604,069 ※  2,316,282

営業利益又は営業損失（△） △4,295 108,158

営業外収益   

 受取利息 3,449 1,958

 受取配当金 7,197 7,586

 デリバティブ評価益 2,798 -

 仕入割引 21,216 21,738

 その他 8,420 6,824

 営業外収益合計 43,082 38,108

営業外費用   

 支払利息 37,210 27,734

 為替差損 3,909 4,802

 デリバティブ評価損 - 13,237

 その他 3,622 8,952

 営業外費用合計 44,742 54,727

経常利益又は経常損失（△） △5,955 91,539

特別利益   

 固定資産売却益 110,317 481,058

 投資有価証券売却益 - 46,589

 保険解約返戻金 13,938 -

 特別利益合計 124,256 527,647

特別損失   

 固定資産除売却損 759 367

 事務所移転費用 19,163 -

 事業構造改善費用 505,950 -

 製品回収関連費用 - 40,313

 特別損失合計 525,874 40,680

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △407,573 578,506

法人税、住民税及び事業税 10,242 30,372

法人税等調整額 106,606 △16,403

法人税等合計 116,848 13,968

四半期純利益又は四半期純損失（△） △524,422 564,537
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△407,573 578,506

 減価償却費 86,428 60,472

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △125,666 15,458

 賞与引当金の増減額（△は減少） △59,113 6,377

 その他の引当金の増減額（△は減少） △37,908 7,432

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,021 679

 受取利息及び受取配当金 △10,646 △9,545

 支払利息 37,210 27,734

 為替差損益（△は益） △3,120 △3,997

 デリバティブ評価損益（△は益） △2,798 13,237

 固定資産除売却損益（△は益） △109,557 △480,691

 投資有価証券売却損益（△は益） - △46,589

 保険解約返戻金 △13,938 -

 製品回収関連費用 - 40,313

 事業構造改善費用 505,950 -

 売上債権の増減額（△は増加） △841,838 △587,861

 たな卸資産の増減額（△は増加） △309,187 △92,793

 仕入債務の増減額（△は減少） △114,738 △62,660

 未収入金の増減額（△は増加） 1,303,636 △14,968

 預り金の増減額（△は減少） 1,286 △5,100

 その他 120,602 △72,637

 小計 20,048 △626,631

 利息及び配当金の受取額 10,406 9,544

 利息の支払額 △38,920 △28,699

 法人税等の支払額 △8,960 △5,198

 法人税等の還付額 19,241 32,093

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,815 △618,892

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1 △500,001

 定期預金の払戻による収入 520,000 501,000

 投資有価証券の取得による支出 △4,192 △1,427

 投資有価証券の売却による収入 - 76,938

 有形固定資産の取得による支出 △51,301 △10,111

 有形固定資産の除却による支出 △251 -

 有形固定資産の売却による収入 320,040 1,100,257

 無形固定資産の取得による支出 △6,318 △17,827

 差入保証金の差入による支出 △3,649 △1,356

 差入保証金の回収による収入 6,346 6,506

 保険積立金の積立による支出 △3,348 -

 保険積立金の払戻による収入 164,982 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー 942,305 1,153,978
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           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） - △300,000

 長期借入れによる収入 200,000 1,200,000

 長期借入金の返済による支出 △1,529,862 △852,471

 リース債務の返済による支出 △12,546 △8,285

 配当金の支払額 △93 △28,726

 自己株式の取得による支出 - △20

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,342,502 10,496

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,120 3,997

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △395,261 549,579

現金及び現金同等物の期首残高 1,643,740 3,051,305

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,248,479 ※  3,600,885
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１．輸出手形割引高

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

輸出手形割引高 8,503千円 12,157千円
 

 

２．偶発債務

当社が製造・販売している滅菌製品に関し、不備があることが判明いたしました。万全を期するため、平成27年10

月13日に当該製品を自主回収することを公表いたしました。

これに伴い、製品回収関連費用として現時点において合理的に見積ることができる金額を特別損失に計上しており

ます。これら以外にも製品回収関連費用が発生する可能性がありますが、現時点でその発生額を合理的に見積もるこ

とは困難であります。

(四半期損益計算書関係)

※   販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

給料・手当 638,196千円 469,932千円

賞与引当金繰入額 126,384 122,462 

退職給付費用 123,416 81,956 

運賃 955,438 971,726 
 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定 3,259,970千円 4,110,367千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,011,491 △509,481

現金及び現金同等物 1,248,479 3,600,885
 

EDINET提出書類

川本産業株式会社(E00614)

四半期報告書

15/20



 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

当第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 28,978 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント

合計メディカル

コンシューマ

国内 海外

売上高     

外部顧客への売上高 6,192,363 469,524 7,706,710 14,368,597

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 6,192,363 469,524 7,706,710 14,368,597

セグメント利益又は損失(△) △78,754 13,595 60,863 △4,295
 

（注）１．セグメント間の内部売上高又は振替高に該当する事項はありません。

２．セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期損益計算書の営業損失の額であります。

 

 
Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント

合計メディカル

コンシューマ

国内 海外

売上高     

外部顧客への売上高 6,095,429 517,994 7,653,336 14,266,760

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 6,095,429 517,994 7,653,336 14,266,760

セグメント利益又は損失(△) △92,904 25,586 175,476 108,158
 

（注）１．セグメント間の内部売上高又は振替高に該当する事項はありません。

２．セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期損益計算書の営業利益の額であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）

△87円52銭 97円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）（千円）

△524,422 564,537

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
純損失金額（△）（千円）

△524,422 564,537

普通株式の期中平均株式数（株） 5,991,777 5,795,756
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期累計期間は１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため、当第２四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、それ

ぞれ記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月11日

 
川本産業株式会社

取締役会 御中

　

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　正彦　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松浦　　大　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川本産業株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第86期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川本産業株式会社の平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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